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1. はじめに 
国際核融合材料照射施設（IFMIF）に関する

工学実証及び工学設計活動（EVEDA）における

プロトタイプ加速器（Linear IFMIF Prototype 
Accelerator: LIPAc）は，9MeV/125mAの大強度

ＣＷの重陽子ビームを生成する。LIPAcの制御

システムは，中央制御システム(CCS)，ローカ

ルエリアネットワーク(LAN)，人員保護システ

ム(PPS)，機器保護システム(MPS)，タイミング

システム(TS)，ローカル制御システム(LCS)の６

サブシステムによって構成される。 
欧州がLCS，日本がその他５サブシステムを

担当し，日欧共同で制御システムの開発を進め

ている[1]。完成時には、図1のようなイメージ

の制御画面を持つシステムとなる。 
 

 
図1 全体制御画面のイメージ図 

 

現在までに，入射器のLCSがCCS，PPS，MPS，
TSに統合されており，入射器のコンディショニ

ング(Phase-A)に利用されている[2]。2017春から

はRFQのコンディショニング，コミッショニン

グ(Phase-B)が本格化し，RF，LLRF，MEBT，
RFQ，BEAM DIAGNOSTICSの5つシステムの

LCSが統合される(図2)。 
本報では，Phase-Bに向けた，これら制御シス

テムの開発状況を報告する。 

 
図2 Phase-Bでの制御システム構成 

 

2. Phase-Bに向けた制御システムの開発状況 
Phase-Bでは，各機器の動作タイミングを制御

することに加え，放電やビームロスなどの異常

発生時に各機器を適切なタイミングで停止さ

せるなど，複数の機器を連携させた制御が必要

になる。また，収集するデータ量も大幅に増大

する。 
このような要求に対し，許認可に関わる放射

線管理機能を担うPPSの追加機器対応，MPSは
各機器の異常時の制御シーケンスの検討・設計

と機器製作，TSはハード設計・製作と並行して，

複数機器を動作させるタイミング信号の調査

やタイミング信号生成プログラムの開発を進

めている。また，CCSはこれら制御を統括する

ための拡張と，アーカイブ機能の増強を進めて

いる。 
 

3. まとめ 
 RFQのコミッショニングでは，複数の機器を

同時に動作させるため，制御系は複雑化する。

それに向けた制御系の開発状況を報告する。 
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